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京

都
市

で
は

、
京

都
大

学
と

連
携

し
て

開

発
し

た
新

し
い

野
菜

を
「

新
京

野
菜

」
と

し

て
生
産
振
興
、
消
費
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。
 

 
今
春
か
ら
、「

だ
い
こ
ん
×
キ
ャ
ベ
ツ
」
と

い
う

ま
っ

た
く

異
な

る
属

間
か

ら
生

ま
れ

た

新
し
い
野
菜
を
「
京
ラ
フ
ラ
ン
」
と
名
付
け
、

本
格

的
に

出
荷

さ
れ

る
こ

と
と

な
り

ま
し

た
。
 

 
京
ラ
フ
ラ
ン
は
、

11月
に
定
植
し
３
月
末

か
ら

収
穫

で
き

る
春

の
葉

菜
で

す
。

属
間

雑

種
の

た
め

病
気

に
強

く
、

農
薬

も
少

な
く

て

済
み

ま
す

。
可

食
部

分
は

茎
と

葉
で

、
湯

が

い
て

食
べ

る
と

、
茎

は
ア

ス
パ

ラ
ガ

ス
、

葉

は
花
菜
に
近
い
食
味
が
あ
り
ま
す
。
 

 
栄

養
価

は
、

ほ
う

れ
ん

そ
う

と
比

べ
て

カ

ル
シ
ウ
ム
が

1.7倍
、
ビ
タ
ミ
ン

B1が

1.6倍
、
 

      

     ビ
タ

ミ
ン

B6が

1.8倍
、

総
ビ

タ
ミ

ン
Ｃ

が

2.9倍
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

 
試

験
的

に
栽

培
さ

れ
た

生
産

者
か

ら
は

、

「
手
間
が
か
か
ら
ず
栽
培
が
楽
」
や
「
（
直
売

所
で
）
珍
し
い
品
揃
え
と
し
て
評
判
だ
っ
た
」

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
現
在
、
市
内
で
約

20戸
が
栽
培
中
で
、
３

月
末

頃
か

ら
５

月
頃

ま
で

直
売

所
や

ス
ー

パ

ー
の
店
頭
に
並
び
ま
す
。
 

 
栽

培
を

希
望

さ
れ

る
農

家
の

方
は

各
農

業

指
導

所
、

京
北

農
林

事
務

所
へ

御
相

談
く

だ

さ
い
。
 

         

                           

 
茎
長

20～

30㎝
を
 

↓
収
穫
し
出
荷
し
ま
す
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な
ん
で
「
京
ラ
フ
ラ
ン
」
な
の
？
 

 

だ
い

こ
ん

の
学

名
「

ラ
フ

ァ
ナ
ス

・

サ
テ
ィ
ヴ
ァ
ス

」
の

「
ラ
フ

」
と

、
キ

ャ
ベ

ツ
の

和
名

「
甘
藍
（
か
ん
ら
ん
）
」

の
「
ら
ん

」
か

ら
「
京
ラ
フ
ラ
ン

」
と

名
づ

け
ま

し
た

。
↑
現
在
栽
培
中
の
 

京
ラ
フ
ラ
ン

そ
の
他
の
新
京
野
菜
た
ち
 

 

●
京
て
ま
り
 

 
直

径
５

cm前
後

の
 

小
型

ト
マ

ト
で

、
 

糖
度

が
高

く
酸

味
 

が
少

な
い

品
種

で
 

す
。

受
粉

し
な

く
 

て
も

実
が

成
る

特
 

徴
を

持
っ

て
い

ま
す

。
 

 ●
京
あ
か
ね
 

 
形

は
や

や
縦

長
で

、
 

 
京

て
ま

り
に

比
べ

 

 
味

が
濃

く
、

し
っ

 

か
り

と
し

た
肉

質
 

が
特

徴
で

す
。

 

 ●
京
唐
菜
（
き
ょ
う
と
う
な
）
 

 
葉

と
茎

を
食

べ
る

 

 
と

う
が

ら
し

で
す

。
 

 
夏

場
の

ほ
う

れ
ん

 

そ
う

に
比

べ
ビ

タ
 

ミ
ン

Ｃ
や

カ
ル

シ
 

ウ
ム

が
豊

富
に

含
 

ま
れ

て
お

り
、

夏
 

場
に

不
足

し
が

ち
 

 
な

葉
物

野
菜

と
し

て
利

用
で

き
ま

す
。

 

 



   消
費
者
の
間
で
「
食
」
の
安
心
・
安
全

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
今
、
農

家
の
皆
さ
ん
が
普
段
か
ら
行
っ
て
い
る

農
業
生
産
の
過
程
を
文
書
化
し
、
流
通
関

係
者
や
消
費
者
に
わ
か
り
や
す
く
安

心
・
安
全
な
農
産
物
を
届
け
る
た
め
、
Ｇ

Ａ
Ｐ
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
 

（
１
）
 Ｇ

Ａ
Ｐ
と
は
 

Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は

G
o
o
d
 
A
g
r
i
c
u
l
t
u
r
a
l
 

P
r
a
c
t
i
c
e
の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
、

「
農
業
生
産
工
程
管
理
」
な
ど
と
訳
さ
れ

て
い
ま
す
。
適
正
な
農
業
生
産
工
程
を
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
作
業
の
確
認
と
記
録
を

行
い
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
生
産
管
理
を

実
践
し
て
い
く
取
組
の
こ
と
で
す
。
 

（
２
）
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
導
入
手
順
と
は
 

ま
ず
生
産
す
る
作
物
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り

組
む

目
的

、
栽

培
条

件
な

ど
に

応
じ

て
、

問
題
（
農
薬
の
残
留
、
汚
染
・
混
入
、
環

境
へ
の
影
響
な
ど
）
が
発
生
し
や
す
い
と

こ
ろ
を
分
析
・
把
握
し
ま
す
。
そ
の
う
え

で
、
右
下
図
の
よ
う
な
一
連
の
作
業
を

繰

返
し
行
う
こ
と
で
、
生
産
工
程
全
体
の
管

理
を
行
い
ま
す

。
 

                     

 

 （
３
）
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
メ
リ
ッ
ト
 

Ｇ
Ａ

Ｐ
を

導
入

す
る

と
、
『

問
題
点

を

意
識
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
安
全
な
農
産
物

を
求

め
る

消
費

者
の

声
に

応
え

る
こ

と

が
で

き
る

。
』
『

 
記

録
を

も
と

に
、

農

作
業

の
改
善

に
つ

な
げ

る
こ

と
に
よ

り
、

コ
ス
ト
低
減

や
品
質
向
上

に
つ

な
が

る
。
』
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
農
産
物
か
ら
サ
ン
プ
ル
を
抽
出

し
、
成
分
検
査
を
委
託
実
施
す
る
「
結
果

管
理
」
に
比
べ
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
栽
培
工
程
ご

と
に

ど
の
よ

う
な

管
理

を
し

た
か

記
録

す
る
「
工
程
管
理
」
を
生
産
者
自
ら
が
実

施
す
る
た
め
、
取
引
先
へ
の
説
明
や
危
害

発
生
時
の
原
因
究
明
に
役
立
ち
、
コ
ス
ト
 

 

）

 

粋

 

目（抜

 

項

 

ック

 

ェ

 

P チ

 

GA

 

減
 

薬低
 

留農

 

残

 

菜 

 

野

 

の旬

 

京

面
で
も
有
利
と
な
り
ま
す

。
 

（
４

）
京

の
旬

野
菜

Ｇ
Ａ
Ｐ

 

本
市
で
は
、
残
留
農
薬
の
チ
ェ
ッ
ク
が

で
き

る
「

京
の
旬

野
菜
 

残
留

農
薬
低
減

Ｇ
Ａ

Ｐ
」
、
施
肥

過
多

に
よ

る
環

境
汚

染

を
改
善
す
る
た
め
の
「
京
の
旬
野
菜
環
境

（
土
壌
窒
素
）
負
荷
低
減
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
な
ど

を
策
定
し
、
農
業
指
導
所
・
農
林
事
務
所

に
て
配
布
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
工

程
管

理
の
一

環
と

し
て
是
非

御
活

用
く
だ
さ
い
。
 

           

工程 チェック項目 

病害虫発

生の予防 

病害虫・雑草が発生しにくい栽培環境づくりを

行いましたか 

効率的・効果的な防除計画を立てましたか 

散布準備 使用予定農薬についての最新の農薬情報を確認

しましたか 

農薬のラベルを確認しましたか 

農薬散布情報を隣接農家に連絡しましたか（散

布日，時間，散布農薬名） 

散布 風の弱い時に散布しましたか 

風向きは大丈夫でしたか 

作物の近くから散布しましたか 

ほ場の端では，ほ場の内側に向けて散布しまし

たか 

飛散しにくいノズルを使用しましたか 

防除機の散布圧を上げ過ぎてなかったですか 

散布量は適正でしたか 

散布 

終了後 

タンク，ホースなど散布器具の洗浄を確認しま

したか 

農薬を触れた手で収穫物などに触れませんでし

たか 

使用した農薬の正確な記帳をしましたか 

農薬の 

取扱い 

農薬は専用保管庫に保管し，農薬の取扱いは収

穫・調整する場所から離れた所で行いましたか

その他 飛散しにくい農薬を使用しましたか 

飛散防止ネットや緩衝作物（ソルゴーなど）を

設置しましたか 

近接農地にある作物と共通の登録のある農薬を

選びましたか 

①計画（Ｐｌａｎ） 

農作業の計画を立て，チェック

リスト（点検項目）を定めます。

②実践（Ｄｏ） 

チェックリストを確認し農作

業を行い，記録します。 

③点検・評価（Ｃｈｅｃｋ） 

記録を点検し，改善できる部分

を見つけます。 

④見直し・改善（Ａｃｔｉｏｎ） 

改善すべき点を見直し， 

次回の作付けに役立てます。 

Ｇ
Ａ

Ｐ
(ギ

ャ
ッ
プ
)手

法
実
践
の
す
す
め

～
安
全
・
安
心
な
農
産
物
生
産
の
た
め
に
～



                          農
林
水

産
大
臣
賞
受
賞
！
 

産
大
臣
賞
受
賞
！
 

    

  

          

  上
賀
茂
特
産
野
菜
研
究
会
は
、
２
月

17日
に
東
京

で
開
催
さ
れ
た
全
国
地
産
地
消
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

０
１
０
に
お
い
て
、
地
域
振
興
部
門
で
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

上
賀
茂
特
産
野
菜
研
究
会
は
、
２
月

17日
に
東
京

で
開
催
さ
れ
た
全
国
地
産
地
消
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

０
１
０
に
お
い
て
、
地
域
振
興
部
門
で
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

当
研
究
会
は
、
本
場
の
賀
茂
な
す
を
守
る
と
と
も

に
、
上
賀
茂
神
社
内
で
の
賀
茂
な
す
の
採
種
・
葵
祭

に
お
け
る
奉
納
な
ど
の
神
社
と
連
携
し
た
活
動
や
、

賀
茂
な
す
に
関
す
る
情
報
発
信
を
通
じ
て
、
京
野
菜

の
振
興
・
販
売
促
進
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
 

当
研
究
会
は
、
本
場
の
賀
茂
な
す
を
守
る
と
と
も

に
、
上
賀
茂
神
社
内
で
の
賀
茂
な
す
の
採
種
・
葵
祭

に
お
け
る
奉
納
な
ど
の
神
社
と
連
携
し
た
活
動
や
、

賀
茂
な
す
に
関
す
る
情
報
発
信
を
通
じ
て
、
京
野
菜

の
振
興
・
販
売
促
進
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
活
動
に
加
え
て
、
会
員
の
約
６
割
が

20

～

30歳
代
と
後
継
者
が
育
成
さ
れ
、
賀
茂
な
す
の
生

産
拡
大
と
積
極
的
な
販
促
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る

点
や
、
さ
ら
に
当
研
究
会
員
を
始
め
、
北
区
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
振
売
り
や
直
売
所
で
の
地
産
地
消
活

動
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
ら
の
活
動
に
加
え
て
、
会
員
の
約
６
割
が

20

～

30歳
代
と
後
継
者
が
育
成
さ
れ
、
賀
茂
な
す
の
生

産
拡
大
と
積
極
的
な
販
促
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る

点
や
、
さ
ら
に
当
研
究
会
員
を
始
め
、
北
区
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
振
売
り
や
直
売
所
で
の
地
産
地
消
活

動
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。
 

こ
う
し
た
若
い
世
代
の
勢
い
を
生
か
し
、
今
後
の

さ
ら
な
る
発
展
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
若
い
世
代
の
勢
い
を
生
か
し
、
今
後
の

さ
ら
な
る
発
展
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
 

西
部
ア
グ
リ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
西
部
農

業
指
導
所
管
内
の
担
い
手
農
家
グ
ル
ー
プ
で
す
。
現
在

の
会
員
数

は

15名
。
会
員
同
士

の
技
術
研
鑽

の
た

め
、

ほ
場
の
互
見
会
や
交
流
会
や
研
修
会
、
会
報
誌
の
発
行

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

西
部
ア
グ
リ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
西
部
農

業
指
導
所
管
内
の
担
い
手
農
家
グ
ル
ー
プ
で
す
。
現
在

の
会
員
数

は

15名
。
会
員
同
士

の
技
術
研
鑽

の
た

め
、

ほ
場
の
互
見
会
や
交
流
会
や
研
修
会
、
会
報
誌
の
発
行

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

２
月

10日
に
は
、
精
華
町
に
あ
る
京
都
府
生
物
資
源

研
究
セ
ン
タ
ー
と
木
津
市
に
あ
る
直
売
所
「
花

」

「
に
ぎ
わ
い
市
場
」
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
 

２
月

10日
に
は
、
精
華
町
に
あ
る
京
都
府
生
物
資
源

研
究
セ
ン
タ
ー
と
木
津
市
に
あ
る
直
売
所
「
花
野
果
市
」

「
に
ぎ
わ
い
市
場
」
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
 

野
果
市

 
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
研
究
員
か
ら
ウ
ィ
ル
ス
病
に
 

 
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
研
究
員
か
ら
ウ
ィ
ル
ス
病
に
 

対
す
る
ワ
ク
チ

ン
の
有
用
性

に
つ

い
て

の
話
を

お
聞
き

し
、
府
民
が
利
用

で
き
る

実
験
室

な
ど

の
施
設
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
 

対
す
る
ワ
ク
チ

ン
の
有
用
性

に
つ

い
て

の
話
を

お
聞
き

し
、
府
民
が
利
用

で
き
る

実
験
室

な
ど

の
施
設
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
 

 
そ

の
後

、
「

花
野
果

市
」

へ
。
年

間

10万
人

が
来
場

し
、

売
上
が
１
億
２
千
万
円

を
超

え
る

こ
の
市
場

で
、

野
菜

の
荷
姿

や
値

段
、
果

物
や

花
、
乾
物
の
商
品
も
並
ぶ
品
揃
え
の
多
さ
な
ど
、

い
い
と

こ
ろ

を
吸
収

し
よ

う
と
、
真
剣

に
見
学

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
も
う
一
つ
の
「
に
ぎ
わ
い
 

 
そ

の
後

、
「

花
野
果

市
」

へ
。
年

間

10万
人

が
来
場

し
、

売
上
が
１
億
２
千
万
円

を
超

え
る

こ
の
市
場

で
、

野
菜

の
荷
姿

や
値

段
、
果

物
や

花
、
乾
物
の
商
品
も
並
ぶ
品
揃
え
の
多
さ
な
ど
、

い
い
と

こ
ろ

を
吸
収

し
よ

う
と
、
真
剣

に
見
学

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
も
う
一
つ
の
「
に
ぎ
わ
い
 

市
場

」
で

は
、
納

品

に
来

た
地
元

の
農

家

の
方

か
ら

直
接
お
話

を
伺

う
な

ど
、
積
極

的
に
情
報

収
集

を
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

市
場
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で

は
、
納

品

に
来

た
地
元

の
農

家

の
方

か
ら

直
接
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を
伺

う
な

ど
、
積
極

的
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収
集

を
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
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木
材

価
格

の
低
迷

、

森
林
施

業
へ

の
意
欲
低

下
や
後
継

者
不
足

と
い

っ
た

林
業

を
取

り
巻

く

問
題

を
解
決

す
る

た
め

、

京
都

市
林

業
研
究
会

で

は
、
日
々

林
業
経
営

の

合
理

化
の
研
究

や
森

林
・

林
業

の
普
及
啓

発

活
動

を
行

っ
て

い
ま

す
。
 

木
材

価
格

の
低
迷

、

森
林
施

業
へ
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意
欲
低

下
や
後
継

者
不
足

と
い

っ
た

林
業

を
取

り
巻

く

問
題

を
解
決

す
る

た
め

、

京
都

市
林

業
研
究
会

で

は
、
日
々

林
業
経
営

の

合
理

化
の
研
究

や
森

林
・

林
業

の
普
及
啓

発

活
動

を
行

っ
て

い
ま

す
。
 

今
年
度
か

ら
は
、

こ
れ

ま
で
に

な
い

新
た
な

取
組

と
し
て

、
京

都
市
が

取
り

組
ん
で

い
る
合
併
記
念
の

森
創
設

事
業

の
委
託

を
受

け
、
京

北
市
有
林
内

に
お

い
て
、
観
光

の
名
所

と
な

り
、
森

林
学
習
が
行

え
る

森
林
の
整
備

や
間
伐
材
を
利
用
し

た
総
合
管
理
用
施

設
の
建
築
を

行
っ
て

い
ま

す
。
昨
年
の
十
月
、

本
研

究
会
の

指
導

の
下
、

京
都
府
立
北
桑
田

高
等
学
校
と

共
同
で

間
伐

作
業
を

実
施

し
、
実
際
に

生
徒
に

高
性

能
機
械

と
小
型
重
機

に
乗
車
し
て

も
ら

い
ま
し

た
。

生
徒
た
ち
は
初
め
て

の
機
械
操
作

で
し

た
が
、
時
間

と
と
も

に
使

い
こ
な

す
生
徒
も
お

り
、
森
林
の
施
業

の
お
も

し
ろ

さ
を
知

っ
て

も
ら
え

る
よ

い
機
会

と
な

り
ま
し

た
。

今
後
も

林
業

を
よ
り
多
く
知
っ
て

も
ら

え
る
よ

う
多
彩
な
活
動
を

実
施
し

て
い

く
予
定

で
す

。
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取
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総
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管
理
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施
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の
建
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行
っ
て
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ま

す
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の
十
月
、

本
研

究
会
の

指
導

の
下
、

京
都
府
立
北
桑
田

高
等
学
校
と

共
同
で

間
伐

作
業
を

実
施

し
、
実
際
に

生
徒
に

高
性

能
機
械

と
小
型
重
機

に
乗
車
し
て

も
ら

い
ま
し

た
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生
徒
た
ち
は
初
め
て

の
機
械
操
作

で
し

た
が
、
時
間

と
と
も

に
使

い
こ
な

す
生
徒
も
お

り
、
森
林
の
施
業

の
お
も

し
ろ

さ
を
知

っ
て

も
ら
え

る
よ

い
機
会

と
な

り
ま
し

た
。

今
後
も

林
業

を
よ
り
多
く
知
っ
て

も
ら

え
る
よ

う
多
彩
な
活
動
を

実
施
し

て
い

く
予
定

で
す

。
 

は
な

や
か

い
ち
 



    
北
野
天
満
宮
の
ほ
ど
近
く
、
梅
の
香
り

が
漂

っ
て

き
そ

う
な

場
所

に
趣

の
あ

る

ご
自

宅
兼

直
売

所
を

構
え

ら
れ

て
い

る

佐
伯
さ
ん
御
一
家
。
丹
精
込
め
て
育
て
ら

れ
た
野
菜
を
、
今
日
も
お
馴
染
み
さ
ん
が

買
っ
て
い
き
ま
す
。
 

「
都
市
農
業
・
京
野
菜
・
直
売
・
有
機

農
業

と
い

う
４

つ
の

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ

ン
が
私
の
農
業
」
と
話
さ
れ
る
佐
伯
さ
ん
。
 

ず
、
同
じ
志
の
仲
間
と
研
究
を
重
ね
た
り
、

化
学

肥
料

や
農

薬
が

一
般

的
に

な
る

前

の
農

業
を

知
る

祖
父

の
世

代
か

ら
技

術

を
学
び
な
が
ら
、
自
身
が
目
指
す
農
法
を

実
践

で
き

る
よ

う
に

な
る

ま
で

約

20年

の
歳
月
が
掛
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
も
、

病
害

虫
や

雑
草

と
の

戦
い

に
創

意
工

夫

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

大
学

卒
業

後
、

有
機
農
業
を
志

向
し
て
就
農
さ

れ
ま
し
た
が
、

当
初
は
な
か
な

か
う
ま
く
い
か
 

「
旬
刊
は
た
け
情
報
」
と
い
う
壁
新
聞
 

を
直
売
所
に
掲
示
し
、
畑
を
見
る
こ

と
の

な
い

消
費

者
や

取
引

先
に

畑

の
情

報
を

伝
え

る
こ

と
も

忘
れ

ま

せ
ん
。
ま
た
、
３
年
前
か
ら
は
、
個
 

人
で
の
作
物
生
産
だ
け
で
な
く
、
都
市
に

安
ら

ぎ
を

与
え

る
な

ど
多

面
的

機
能

を

も
つ

都
市

農
業

の
重

要
性

を
広

く
ア

ピ

ー
ル
す
る
た
め
、
支
部
を
挙
げ
て
の
即
売

会
を
開
始
さ
れ
、
毎
年
あ
っ
と
い
う
間
に

完
売

す
る

盛
況

ぶ
り

を
見

せ
て

い
ま

す
。

そ
し
て
、
小
学
校
で
農
業
や
伝
統
野
菜
に

関
す

る
学

習
の

講
師

を
永

年
務

め
ら

れ
、

農
業

へ
の

親
し

み
を

持
つ

子
ど

も
を

増

や
し
て
お
ら
れ
る
ほ
か
、
北
野
天
満
宮
・

ず
い
き
祭
り
の
「
ず
い
き
神
輿
」
の
保
存

活
動

に
も

取
り

組
ま

れ
て

お
ら

れ
ま

す
。
 

佐
伯
さ
ん
の
お
宅
で
は
、
３
年
前
に
息

子
さ
ん
も
就
農
さ
れ
、
現
在
親
子
三
代
で

農
業

に
励

ま
れ

て
い

ま
す

。
「

都
市

部
に

田
畑

が
あ

る
こ

と
が

今
後

ま
す

ま
す

重

要
に

な
っ

て
く

る
。

弱
気

に
な

ら
ず

に
、

都
市

部
の

農
地

を
次

世
代

に
大

切
に

残

し
て

い
っ

て
欲

し
い

。
」

と
強

い
思

い
を

語
ら
れ
ま
し
た
。
 

皆
さ

ん
も

認
定

農
業

者
に

な
り

ま

せ
ん

か
。

御
相

談
は

、
各

農
業

指
導

所
・
京
北
農
林
事
務
所
ま
で
。
 

   
去

る
１

月

31日
（

日
）
「
雪

の
森

都
市

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」

を
左

京
区
花
脊

の
山

村
都

市
交
流

の
森

を
会

場
に

開
催

し
ま

し

た
。

こ
の
催

し
は

、
左

京
区
花
脊
峠
以

北

の
山

間
地
域

（
久

多
・

広
河
原

・
花
脊

・

別
所
・
百
井
地
域
、
以
下
「
森
都
市
地
域
」
）

の
冬

の
魅
力

を
広

く
市
民

に
知

っ
て

も
ら

お
う

と
、

地
域

の
関
係
団
体

と
京

都
市

が

開
催
し
た
も
の
で
す
。
 

 
例

年
雪
深

い
こ

と
も

あ
っ

て
国
際

ル
ー

ル
に

よ
る
本
格

的
な
雪
合

戦
な

ど
、
雪
上

運
動

会
を
計
画

し
て

い
ま

し
た

が
、

今
年

は
雪
が
少
な
く
、「

ど
ん
ど
」
の
再
現
や
お

餅
つ

き
、

た
こ

作
り

、
羽

子
板

・
こ

ま
遊

び
、
わ

ら
細

工
体
験

、
木

工
教
室

な
ど

、

地
元

の
伝

統
行

事
や
昔

な
が

ら
の
冬

の
遊

び
を
体
験

し
て

も
ら

う
イ
ベ

ン
ト

に
急

き

ょ
変
更
し
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
 

       

       

認
定
農
業
者
紹
介
８
 
上
京
区
朱
雀
野
 
佐
伯
昌
和
さ
ん
 

『
洛

中
に

農
家

あ
り

!!』
 

市民も参加した「どんど」の組立て

250人
の
参
加

者
た
ち

は
、
「

ど
ん

ど
」

の
火

で
焼

い
た

み
か

ん
や

さ
つ

ま
い

も
を

ほ
お
ば
っ
た
り
、
少
し
で
す
が
雪
と
戯
れ
、

普
段

都
市

部
で

は
出
来

な
い
体
験

を
し

た

り
、

地
域
色
溢

れ
る
模
擬
店

の
温

か
い
味

に
舌
鼓

を
打

っ
て

お
ら

れ
ま

し
た

。
地
元

の
伝

統
行

事
や
昔

な
が

ら
の
遊

び
、
森

都

市
地
域

の
味

が
参
加

者
に

は
新
鮮

だ
っ

た

よ
う
で
、「
雪
が
な
く
て
残
念
だ
っ
た
け
ど

と
て

も
楽

し
か

っ
た

。
」

と
好
評

で
、

市

民
・

地
元
住
民

と
も

に
大

い
に
楽

し
ん

だ

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
 

 
豊

か
な

自
然

と
歴
史

・
文

化
が
溶

け
合

っ
た
森

都
市

地
域

も
、

農
林

業
の
衰
退

や

高
齢

化
な

ど
で

地
域

活
力

の
維

持
が
困
難

に
な

り
つ

つ
あ

り
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
催

し
を
通

じ
て

、
都

市
と

農
山
村

地
域

の
関

係
が
築

か
れ

、
こ

の
地
域

の
活

性
化

な
ど

に
関
心

を
持

っ
て

い
た

だ
け

れ
ば

と
期
待

し
て
い
ま
す
。
 


